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一般国道２号 岩国・大竹道路



道路建設事業の再評価項目調書

事業名 一般国道２号 岩国・大竹道路 事業 一般国道 事業 国土交通省
いわくに おおたけ

区分 主体 中国地方整備局

起終点 自：広島県大竹市小方一丁目 延長 ９．８km
ひろしま おおたけ お が た

至：山口県岩国市山手町
やまぐち いわくに や ま てまち

事業概要

一般国道２号は、大阪府大阪市を起点とし、福岡県北 九 州市に至る延長約６７０ｋｍの主要幹線道路
おおさか おおさか ふくおか きたきゆうしゆう

である。

岩国・大竹道路は、広島県大竹市小方一丁目と山口県岩国市山手町とを結ぶ延長９．８ｋｍのバイパス
いわくに おおたけ ひろしま おおたけ お が た やまぐち いわくに や ま て ま ち

である。
事業目的は、一般国道2号の交通混雑の緩和及び交通安全の確保、広島県と山口県の広域的な連携・交

流。
Ｈ１３年事業化 Ｈ１２年度都市計画決定 Ｈ１５年度用地着手 Ｈ２６年度工事着手

全体事業費 約１，３３０億円 事業進捗率 約１９％ 供用済延長 ０．０ｋｍ
（H28年度末見込み）

計画交通量 23,000 ～ 30,900台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ （3便益） 総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年
分析結果 (事業全体) 1.2 803/1,004億円 1,164/1,164億円

事 業 費：763/963億円 走行時間短縮便益：906/906億円 平成２５年
(残事業) 1.4 維持管理費：41/41億円 走行費用減少便益：167/167億円

交通事故減少便益：91/91億円
感度分析の結果
(事業全体) 交 通 量：B/C＝1.0～1.4（交 通 量±10％） (残事業) 交 通 量：B/C＝1.2～1.8（交 通 量±10％）

事 業 費：B/C＝1.1～1.3（事 業 費±10％） 事 業 費：B/C＝1.3～1.6（事 業 費±10％）
事業期間：B/C＝1.1～1.2（事業期間±20％） 事業期間：B/C＝1.3～1.6（事業期間±20％）

事業の効果等
①円滑なモビリティの確保
・渋滞における損失時間の削減が期待される

・現道の渋滞が緩和され、岩国錦帯 橋 空港（共用飛行場）へのアクセス向上が期待される
いわくにきんたいきよう

②物流効率化の支援

・現道の渋滞が緩和され、岩国港（重要港湾）や岩国・大竹コンビナートへのアクセス向上が期待
いわくに

される

③国土・地域ネットワークの構築

・地域高規格道路「岩国大竹道路」の一部として位置づけ
いわくにおおたけ

・日常生活中心都市間を最短時間で連絡するルートを構成

④個性ある地域の形成

・錦 帯 橋（H26観光入込客数：約62万人/年）等へのアクセス向上が期待される
きんたいきよう

⑤安全で安心できるくらしの確保

・第三次救急医療機関（岩国医療センター）へのアクセス向上が期待される
いわくに

⑥災害への備え

・山陽自動車道の代替路線を形成【大竹IC～岩国IC】
さんよう おおたけ いわくに

⑦地球環境の保全
・CO2排出量の削減が期待される
⑧生活環境の改善・保全
・NOx排出量の削減が期待される
・SPM排出量の削減が期待される
⑨その他プロジェクトとの関係

・第2次岩国市総合計画において「豊かな自然と充実した社会基盤により快適に暮らせるまち」に「幹線
いわくに

道路整備の促進（市内外の移動を支える道路）」として位置づけられている（平成26年12月、岩国市）
いわくに

・大竹市わがまちプラン（第5次総合計画）後期基本計画で「暮らしやすい生活基盤の整備」として
位置づけられている（平成28年3月、大竹市）
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関係する地方公共団体等の意見

広島県知事の意見：
ひろしま

一般国道2号岩国・大竹道路に対して、継続とする対応方針については、妥当である。
いわくに おおたけ

一般国道2号岩国・大竹道路については、国道2号の慢性的な交通渋滞の緩和や、県境を越えた経済圏の

拡大、広域的な連携・交流機能の強化を図るため、整備を着実に進める必要があると考えている。

引き続きコストの縮減に努めながら、早期完成に向け、確実に整備を進めていただきたい。

山口県知事の意見：
やまぐち

一般国道2号岩国・大竹道路の「対応方針（原案）」案に対して、異存はない。
いわくに おおたけ

引き続き、山手トンネル（仮称）建設に係る住民合意をはじめ、地域の合意形成を図りながら、コスト
やま て

の縮減等を考慮の上、早期完成に向けて、より一層の事業促進に努めていただきたい。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

H24年12月の岩国錦 帯 橋空港の開港により、山口県東部および広島県西部地域の空の玄関口が誕生した。
いわくにきんたいきよう やまぐち ひろしま

医療・防災交流拠点づくりが進められている愛宕山地域では、H25年3月に岩国医療センターが開院、H2
あたごやま いわくに

8年3月にいわくに消防防災センターが運用を開始している。
事業の進捗状況、残事業の内容等
平成28年度末時点で事業全体の進捗率は19％となる見込みである。

一部の住民から、山手トンネル（仮称）建設に反対する意見があり協議を行っている。
や ま て

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
現在は、用地買収、調査・設計及び改良工事を行っており、早期開通を目指し事業を推進する。

施設の構造や工法の変更等
今後の事業の実施にあたっては、コスト縮減に努力しつつ、事業を推進していく。

対応方針(原案) 事業継続
対応方針決定の理由

以上の状況を勘案すれば、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
※ 費用対効果分析、環境改善効果等に係る項目は、平成２５年度評価時点。
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判
断

根
拠

[事
業

期
間

の
延

長
が

１
０

％
※

以
内

]

前
回

事
業

展
開

　
H

1
3
年

度
～

H
4
1
年

度
　

2
9
年

　
→

　
今

回
事

業
展

開
　

H
1
3
年

度
～

H
4
1
年

度
　

2
9
年

変
化

率
  

0
.0

％

費
用

便
益

分
析

マ
ニ

ュ
ア

ル
（
H

2
0
.1

1
.2

8
）
に

変
更

が
な

い
。

今
回

発
生

集
中

交
通

量
　

2
,4

5
9
,2

6
0
T

E
/
日

　
前

回
発

生
集

中
交

通
量

　
2
,4

5
9
,2

6
0
T

E
/
日

変
化

率
　

0
.0

%

外
的

要
因

－ 5 －



一
般

国
道

2
号

岩
国

・
大

竹
道

路
い

わ
く
に

お
お

た
け

３
．

今
後

の
対

応
方

針
（
原

案
）

◇
社

会
情

勢
等

に
変

化
が
な

い
。

◇
費

用
便

益
比

（
B

/
C

）
=
1
.2

 （
事

業
全

体
）

1
.4

（
残

事
業

）
◇

道
路

の
役

割
①

環
境

の
影

響
を

考
慮

し
た

効
果

［
例

）
約

1
3
.7

千
ト

ン
/
年

の
C

O
2
削

減
］
【
+
約

6
億

円
】
※

1
、

※
2

岩
国

・
大

竹
道

路
の

整
備

に
伴

う
速

度
向

上
に

よ
る

地
球

環
境

（
C

O
2
）
の

改
善

効
果

を
算

出
②

救
急

活
動

の
支

援
［
例

）
大

竹
市

か
ら

岩
国

医
療

セ
ン

タ
ー

ま
で

の
所

要
時

間
短

縮
約

4
分

（
約

1
7
分

→
約

1
3
分

）
］

③
空

港
へ

の
ア

ク
セ

ス
支

援
[例

）
廿

日
市

市
か

ら
岩

国
錦

帯
橋

空
港

ま
で

の
所

要
時

間
短

縮
約

1
4
分

（
約

4
6
分

→
約

3
2
分

）
]

④
沿

道
環

境
の

改
善

[例
）
N

O
x排

出
量

約
6
1
.3

ｔ/
年

（
約

0
.9

%
削

減
）
、

S
P

M
排

出
量

約
4
.6

t/
年

（
約

1
.3

%
削

減
）
]※

2

3
）
事

業
の

進
捗

状
況

②
事
業
の
進
捗
見
込
み

◇
現

在
は

、
用

地
買

収
、

調
査

・
設

計
及

び
改

良
工

事
を

行
っ

て
お

り
、

早
期

開
通

を
目

指
し

、
事

業
を

推
進

す
る

。

③
コ
ス
ト
縮
減
や
代
替
案
立
案
の

可
能

性
◇

今
後

の
実

施
に

あ
た

っ
て

は
、

コ
ス

ト
縮

減
を

図
り

つ
つ

事
業

を
推

進
し

て
い

く
。

【
今
後
の
対
応
方
針
（
原
案
）
】

◇
以

上
の

状
況

を
勘

案
す

れ
ば

、
事

業
の

必
要

性
、

重
要

性
は

変
わ

ら
な

い
と

考
え

ら
れ

る
た

め
、

今
後

と
も

事
業

継
続

が
妥

当
。

◇
平

成
2
8
年

末
時

点
で

事
業

全
体

の
進

捗
率

は
１

９
％

と
な

る
見

込
み

で
あ

る
。

◇
一

部
の

住
民

か
ら

、
山

手
ト

ン
ネ

ル
（
仮

称
）
建

設
に

反
対

す
る

意
見

が
あ

り
協

議
を

行
っ

て
い

る
。

◇
今

後
の

事
業

の
実

施
に

あ
た

っ
て

は
、

更
な

る
コ

ス
ト

縮
減

に
努

力
し

つ
つ

、
効

率
的

で
効

果
的

に
事

業
を

継
続

す
る

。

２
．
県
へ
の
意
見
照
会
結
果

【
広

島
県

】
一

般
国

道
2
号

岩
国

・
大

竹
道

路
に

対
し

て
、

継
続

と
す

る
対

応
方

針
に

つ
い

て
は

妥
当

で
あ

る
。

一
般

国
道

2
号

岩
国

・
大

竹
道

路
に

つ
い

て
は

、
国

道
2
号

の
慢

性
的

な
交

通
渋

滞
の

緩
和

や
、

県
境

を
越

え
た

経
済

圏
の

拡
大

、
広

域
的

な
連

携
・
交

流
機

能
の

強
化

等
を

図
る

た
め

、
整

備
を

着
実

に
進

め
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

て
い

る
。

引
き

続
き

コ
ス

ト
の

縮
減

に
努

め
な

が
ら

、
早

期
完

成
に

向
け

、
確

実
に

整
備

を
進

め
て

い
た

だ
き

た
い

。
【
山

口
県

】
一

般
国

道
2
号

岩
国

・
大

竹
道

路
の

「
対

応
方

針
（
原

案
）
」
案

に
対

し
て

、
異

存
は

な
い

。
引

き
続

き
、

山
手

ト
ン

ネ
ル

（
仮

称
）
建

設
に

係
る

住
民

合
意

を
は

じ
め

、
地

域
の

合
意

形
成

を
図

り
な

が
ら

、
コ

ス
ト

の
縮

減
等

を
考

慮
の

上
、

早
期

完
成

に
向

け
て

、
よ

り
一

層
の

事
業

促
進

に
努

め
て

い
た

だ
き

た
い

１
．
再
評
価
の
視
点

1
）
事

業
を

巡
る

社
会

情
勢

等
の

変
化

2
）
事

業
の

効
果

(H
2
5
年

度
再

評
価

時
)

①
事
業
の
必
要
性
の
視
点

※
1

【
】
は

、
開

通
後

5
0
年

間
の

便
益

額
と

し
て

試
算

し
た

結
果

（
参

考
値

）
※

2
岩

国
・
大

竹
道

路
の

開
通

に
影

響
を

受
け

る
エ

リ
ア

を
対

象
に

算
定

－ 6 －



一
般

国
道

2
号

岩
国

・
大

竹
道

路
い

わ
く
に

お
お

た
け

・
一
般
国
道
2
号
は
、
大
阪
府
大
阪
市
を
起
点
と
し
、
福
岡
県
北
九
州
市
に
至
る
延
長
約
6
7
0
km

の
主
要
幹
線
道
路
で
あ
る
。

・
岩
国
・
大
竹
道
路
は
、
広
島
県
大
竹
市
小
方
一
丁
目
と
山
口
県
岩
国
市
山
手
町
と
を
結
ぶ
延
長
9
.8
km

の
バ
イ
パ
ス
で
あ
る
。

山
陽
小
野
田
市

下
関
市

長
門
市

萩
市

美
祢
市

宇
部
市

山
口
市

防
府
市

周
南
市

阿
武
町

和
木
町

柳
井
市

下
松
市

田
布
施
町

光
市

平
生
町

上
関
町

周
防
大
島
町

山
口

県

島
根
県

広
島
県

岩
国
市

Ｎ

一
般

国
道

2
号

岩
国

・
大

竹
道

路
L
=
9
.8
km

お
お

さ
か

ふ
く

お
か

い
わ

く
に

お
お

た
け

ひ
ろ

し
ま

お
が

た

い
わ

く
に

お
お

た
け

１
．

事
業

概
要

（
１

）
位

置
図

お
お

た
け

い
わ

く
に

や
ま

て
ま

ち

大
竹
市

廿
日
市
市

広
島
市

安
芸
大
田
町

北
広
島
町

お
お

さ
か

き
た

き
ゅ

う
し

ゅ
う

や
ま

ぐ
ち

－ 7 －



一
般

国
道

2
号

岩
国

・
大

竹
道

路
い

わ
く
に

お
お

た
け

い
わ

く
に

み
な

み

一
般

国
道

1
8
8
号

岩
国

南
バ

イ
パ

ス

L
=
4
.9

k
m

H
2
0
.3

全
線

開
通

・
【
目
的
】
一
般

国
道
2
号
の
交
通
混
雑
の
緩
和
及
び
交
通
安
全
の
確
保
、
広
島
県
と
山
口
県
間
の
広
域
的
な
連
携
・
交
流
。

計
画

概
要

詳
細
図

岩
国
市

や な い

至 柳 井

ひ ろ し ま

至 広 島

※
構

造
物

名
称

は
仮

称

１
．

事
業

概
要

（
２

）
事

業
目

的
と

計
画

概
要

・
経

緯

和
木
町

大
竹
市

室
の
木
I
C

（
仮
称
）

む
ろ

き

山
手
I
C

（
仮
称
）

や
ま
て

大
竹
西
I
C

（
仮
称
）

お
お

た
け
に

し

山
手

ト
ン

ネ
ル

室
の

木
高

架
橋小

瀬
川

橋

い
わ

く
に

岩
国

IC

お
お

た
け

大
竹

IC

ひ ろ し ま お お た け お が た

広 島 県 大 竹 市 小 方 一 丁 目

や ま ぐ ち い わ く に や ま て ま ち

山 口 県 岩 国 市 山 手 町

い
わ

く
に

お
お

た
け

一
般

国
道

2
号

岩
国

・
大

竹
道

路
L
=
9
.8

k
m

3
種

1
級

区
間

1
種

3
級

区
間

岩
国
錦
帯
橋

空
港

御
園

高
架

橋

小
方

高
架

橋

岩
国

ト
ン

ネ
ル

大
竹

ト
ン

ネ
ル

岩
国
港

や
ま
て

み
そ

の

お
が

た

お
お

た
け

お
ぜ

い
わ

く
に む

ろ
き

起
終

点
起
点
：
広
島
県
大
竹
市
小
方
一
丁
目

終
点
：
山
口
県
岩
国
市
山
手
町

計
画

延
長

9
.8
㎞

道
路

規
格

第
1
種
第
3
級
（
起
点
～
室
の
木
IC
(
仮
称
)
）

第
3
種
第
1
級
（
室
の
木
IC
(
仮
称
)
～
山
手
IC
(
仮
称
)
）

設
計

速
度

8
0
km

/
h

車
線

数
4
車
線

計
画

幅
員

W
=
2
0
.5
ｍ
（
第
1
種
第
3
級
）

W
=
1
9
.0
ｍ
（
第
3
種
第
1
級
）

都
市

計
画

決
定

平
成
1
2
年
8
月
(
広
島
側
)

平
成
1
2
年
9
月
(
山
口
側
)

事
業

着
手

平
成
1
3
年
度

用
地

着
手

平
成
1
5
年
度

工
事

着
手

平
成
2
6
年
度

全
体

事
業

費
約
1
,3
3
0
億
円

標
準

断
面

図

▼
一

般
部

▼
ト
ン
ネ
ル
部

▼
橋

梁
部

※
単
位
：

ｍ
、
（

）
内
数

字
は
、
第

3
種

第
1
級
区
間
の

幅
員
を

示
す
。

ひ
ろ

し
ま

お
お

た
け

お
が

た

や
ま

ぐ
ち

い
わ

く
に

や
ま

て
ま

ち

む
ろ

き

む
ろ

き
や

ま
て

三
笠

橋

み
ど

り
橋

東
詰

栄
橋

南
詰

装
束

門
岩

国
港

昭
和

橋

立
石

岩
国

駅
前

今
津

２
丁

目
室

ノ
木

１
丁

目

錦
見

錦
見

3
丁

目

事
業
区
間

直
轄
国
道

主
要
地
方
道

県
道

【
凡

例
】

そ
の
他
道
路

高
速
道
路

補
助
国
道

県
境

市
境

主
要
渋
滞
箇
所

山
口

県

広
島

県

－ 8 －



一
般

国
道

2
号

岩
国

・
大

竹
道

路
い

わ
く
に

お
お

た
け

し も の せ き

至 下 関

ひ ろ し ま

至 広 島

ひ ろ し ま

至 広 島

・
現
在
は
、
用
地
買
収
、
調
査
・
設
計
及
び
改
良
工
事
を
推
進
し
て
い
る
。

い
わ

く
に

や
ま

て
ま

ち

【
岩
国
市
山
手
町
か
ら
終
点
側
周
辺
を
望
む
】

ひ ろ し ま

至 広 島
し も の せ き

至 下 関

１
．

事
業

概
要

（
３

）
事

業
の

進
捗

状
況

や
な

い

至
柳

井

ひ
ろ

し
ま

至
広

島

お
お

た
け

お
が

た

【
大
竹
市
小
方
か
ら
起
点
側
周
辺
を
望
む
】

し も の せ き

至 下 関

※
完

成
事

業
費

に
対

す
る

割
合

●
事

業
全

体
の
進

捗
状

況
（
平
成

2
8
年

度
末
見

込
み
）

お
お

た
け

に
し

大
竹

西
ＩＣ

（
仮

称
）

1

や
ま

て

山
手

IC
（
仮

称
）

む
ろ

き

室
の

木
IC

（
仮

称
）

今
津
川

2

H
2
8
年

2
月

撮
影

H
2
8
年

2
月

撮
影

用
地

工
事

全
体

（
全

体
）

8
3
%

1
%

1
9
%

（
山

口
県

分
）

（
広

島
県

分
）

（
9
3
％

）
（
7
5
％

）
む
ろ

き

【
室
の
木
IC
（
仮
称
）
の
状
況
】

1

2

山
口

県
広
島
県

岩
国

市

和
木
町

大
竹

市

岩
国

錦
帯

橋
空

港

い
わ

く
に

お
お

た
け

一
般

国
道

2
号

岩
国

・
大

竹
道

路
L
=
9
.8

k
m

い
わ

く
に

岩
国

IC

お
お

た
け

大
竹

IC

室
の
木
I
C

（
仮
称
）

む
ろ

き

山
手
I
C

（
仮
称
）

や
ま

て
大
竹
西
I
C

（
仮
称
）

お
お
た
け
に
し

岩
国
港

ひ ろ し ま

至 広 島

し
も

の
せ

き

至
下

関

三
笠

橋

み
ど

り
橋

東
詰

栄
橋

南
詰

装
束

門
岩

国
港

昭
和

橋

立
石

岩
国

駅
前

今
津

２
丁

目
室

ノ
木

１
丁

目

錦
見

３
丁

目

錦
見

山
口

県
区

間
広

島
県

区
間

ひ ろ し ま お お た け お が た

広 島 県 大 竹 市 小 方 一 丁 目

や ま ぐ ち い わ く に や ま て ま ち

山 口 県 岩 国 市 山 手 町

3

3

H
2
8
年

7
月

撮
影

事
業
区

間

直
轄
国

道

主
要
地

方
道

県
道

【
凡

例
】

そ
の
他

道
路

高
速

道
路

補
助
国

道

県
境

市
境

主
要
渋

滞
箇

所
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一
般

国
道

2
号

岩
国

・
大

竹
道

路
い

わ
く
に

お
お

た
け

3
1
7
百

台
/
日

(
1
9
%
)

ひ
ろ

し
ま

至
広

島

0102030405060
時

0102030405060
時

▲ 立
石

▲
栄

橋
南

詰
▲

み
ど

り
橋

東
詰

▲
立

戸
4

▲ 錦
見

▲
新

港
4

▲
岩

国
港

▲
装

束
門

▲
小

方
小

前

▲
室

の
木

4
車

線
区

間
4
車

線
区

間
2
車

線
区

間
2
車

線
区

間

新
港

地
区

室
の
木
I
C

（
仮
称
）

む
ろ

き

山
手
I
C

（
仮
称
）

や
ま
て

大
竹
西
I
C

（
仮
称
）

お
お
た
け
に
し

や な い

至 柳 井

ひ ろ し ま

至 広 島

下
り

方
向

（
南

行
）

上
り

方
向

（
北

行
）

山
口
県

広
島
県

岩
国
市

和
木
町

大
竹
市

和
木

町
～

大
竹

市
街

に
か

け
て

夕
方

に
著

し
い

速
度

低
下

が
発

生
和

木
町

～
大

竹
市

街
に

か
け

て
夕

方
に

著
し

い
速

度
低

下
が

発
生

車
線

減
少

の
新

港
地

区
周

辺
を

先
頭

に
朝

夕
に

著
し

い
速

度
低

下
が

発
生

車
線

減
少

の
新

港
地

区
周

辺
を

先
頭

に
朝

夕
に

著
し

い
速

度
低

下
が

発
生

大
竹

市
街

～
和

木
町

に
か

け
て

夕
方

に
著

し
い

速
度

低
下

が
発

生
大

竹
市

街
～

和
木

町
に

か
け

て
夕

方
に

著
し

い
速

度
低

下
が

発
生

岩
国

錦
帯

橋
空

港

お
お

た
け

大
竹

IC

写
真

②

車
線

減
少

に
伴

い
夕

方
に

著
し

い
速

度
低

下
が

発
生

車
線

減
少

に
伴

い
夕

方
に

著
し

い
速

度
低

下
が

発
生

【
写

真
①

】
大

竹
市

街
の

渋
滞

状
況

H
2
8
年

7
月

1
4日

夕
ピ

ー
ク

撮
影

【
写

真
②

】
和

木
町

の
渋

滞
状

況

H
2
8
年

7
月

6
日

夕
ピ

ー
ク

撮
影

資
料

：
【
交

通
量

】
H

2
8
/
7
/
6

7
時

～
翌

7
時

観
測

結
果

※
括

弧
表

記
は

大
型

車
混

入
率

【
渋

滞
長

】
H

2
8
/
7
/
6

6
時

半
～

9
時

半
、

1
6
時

半
～

1
9
時

半
観

測
結

果
【
旅

行
速

度
】
プ

ロ
ー

ブ
デ

ー
タ

（
分

析
期

間
：
H

2
7
.4

～
H

2
8
.3

平
日

平
均

）
上

り
・
下

り
：
夕

ピ
ー

ク
(1

7
時

台
)

①
交

通
混

雑
の

緩
和

・
国
道
2
号
の
大
竹
市
街
～
岩
国
市
街
周
辺
に
は
主
要
渋
滞
箇
所
が
計
1
2
箇
所
あ
り
、
2
車
線
区
間
を
中
心
に
旅
行
速
度
が
低
下
し
て
い
る
。

三
笠

橋

み
ど

り
橋

東
詰

栄
橋

南
詰

装
束

門

岩
国

港

立
石

岩
国

駅
前

今
津

２
丁

目

錦
見

３
丁

目

錦
見

昭
和

橋

室
ノ

木
１
丁

目

事
業

区
間

直
轄

国
道

主
要

地
方
道

県
道

【
凡

例
】

そ
の

他
道
路

高
速

道
路

補
助

国
道

県
境

市
境

主
要

渋
滞
箇

所

２
．

事
業

の
必

要
性

（
１
）
現

状
の
課
題

夕
ピ

ー
ク

し
も

の
せ

き

至
下

関

3
0
6
百

台
/
日

1
3
4
百

台
/
日

(
1
0
%
)

2
2
7
百

台
/
日

(
2
2
%
)

1
3
8
百

台
/
日

(
1
3
%
)

2
5
3
百

台
/
日

(
2
5
%
)

夕
ピ

ー
ク

7
0
0
m

1
,1

5
0
m

1
,6

0
0
m

9
0
0
m

6
5
0
m

5
0
0
m

7
0
0
m

2
0
0
m

写
真

①

最
大

渋
滞

長
朝

ピ
ー

ク
夕

ピ
ー

ク

し
も

の
せ

き

至
下

関

い
わ

く
に

お
お

た
け

一
般

国
道

2
号

岩
国

・
大

竹
道

路
L
=
9
.8

k
m

－ 10 －



一
般

国
道

2
号

岩
国

・
大

竹
道

路
い

わ
く
に

お
お

た
け

三
笠
橋
交
差
点

4
4
2
.7
件
/
億

台
キ
ロ

立
石

交
差

点
4
3
3
.2
件
/
億

台
キ
ロ

晴
海
入
口
交
差
点

4
2
6
.6
件
/
億

台
キ
ロ

写
真

①

②
交

通
安

全
の

確
保

・
国
道
2
号
の
大
竹
市
街
～
岩
国
市
街
周
辺
で
は
、
死
傷
事
故
率
は
全
国
平
均
よ
り
も
高
い
箇
所
が
あ
り
、
追
突
事
故
の
発
生
割
合
が
約
5
割
と
高
い
。

し
も

の
せ

き

至
下

関

【
写

真
①

】
国

道
2
号

の
事

故
発
生

状
況
（

岩
国
市

立
石
町

）

H
2
8
年

4
月

3
0
日

撮
影

岩
国

・
大

竹
道

路
並

行
区

間
（
国

道
2
号

、
国

道
1
8
8
号

）
の

死
傷

事
故

率
の

状
況

２
．

事
業

の
必

要
性

（
１
）
現

状
の
課
題

死
傷

事
故

率
全

国
平

均
死

傷
事

故
率

〔
7
3
.7

件
／

億
台

キ
ロ

〕
※

H
2
6
年

デ
ー

タ
（
交

通
事

故
総

合
分

析
セ

ン
タ

ー
よ

り
）

【
凡

例
】

3
% 1

0
%

2
%

2
%

5
4
%

3
5
%

1
0
%

2
5
%

1
2
% 8
%

9
%

5
%

8
%

1
1
%

3
%

4
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

岩
国

・
大

竹

並
行

区
間

全
国

人
対

車
両

車
両

相
互

（
正

面
衝

突
）

車
両

相
互

（
追

突
）

車
両

相
互

（
出

会
頭

）

車
両

相
互

（
右

折
）

車
両

相
互

（
左

折
）

車
両

相
互

（
そ

の
他

）
車

両
単

独

・
第
2
次
岩
国
市
総
合
計
画
（
H
2
6
.1
2
）
の
基
本
目
標
「
豊
か
な
自

然
と
充

実
し
た
社

会
基

盤
に
よ
り
快

適
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
」
に
お

い
て
、
岩
国
市
が
隣
接
自
治
体
や
広
島
都
市
圏
と
強
い
結
び
付

き
が
あ
る
現
状
を
踏
ま
え
て
、
「
幹
線
道
路
整
備
の
促
進
（
市
内

外
の
移
動
を
支
え
る
道
路
）
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

4
4
8

（
件

/
4
年

）

2
,5

5
9
,8

0
6

（
件

/
4
年

）

追
突

事
故

：
2
41

件

③
広

島
県

と
山

口
県

間
の

広
域

的
な

連
携

・
交

流

資
料

：
交

通
事

故
・
道

路
統

合
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
（
H

2
3
-
H

2
6
）
、

交
通

統
計

〔
IT

A
R

D
A

刊
行

〕
（
H

2
3
-
H

2
6
）

全
国
平
均
と
比
べ
追

突
事

故
の

発
生

割
合

が
高

い

岩
国

・
大

竹
道

路
並

行
区

間
（
国

道
2
号

、
国

道
1
8
8
号

）
の

類
型

別
死

傷
事

故
の

状
況

資
料

：
交

通
事

故
・
道

路
統

合
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
（
H

2
3
-
H

2
6
）

い
わ

く
に

お
お

た
け

一
般

国
道

2
号

岩
国

・大
竹

道
路

L
=
9
.8

k
m
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一
般

国
道

2
号

岩
国

・
大

竹
道

路
い

わ
く
に

お
お

た
け

1
8
.9

 

1
3
.1

 
1
3
.9

 

1
7
.9

 

2
0
.0

 
1
8
.6

 

1
5
.9

 

1
8
.4

 
1
9
.5

 

2
0
.4

 

3
2
.9

 

2
3
.0

 

10152025303540

7
8

9
10

11
1
2

13
1
4

15
16

17
18

所 要 時 間 （ 分 ）

出
発

時
間

岩
国

・
大

竹
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

２
．

事
業

の
必

要
性

（
２
）
道

路
整
備
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果

い
わ

く
に

お
お

た
け

一
般

国
道

2
号

岩
国

・
大

竹
道

路
L
=
9
.8

k
m

お
お

た
け

大
竹

IC

い
わ

く
に

み
な

み

一
般

国
道

1
8
8
号

岩
国

南
バ

イ
パ

ス

L
=
4
.9

k
m

H
2
0
.3

全
線

開
通

岩
国

港

つ
づ

通
津
沖
工
業
団
地

ゆ
う

由
宇
干
拓
工
業
団
地

岩
国
・
大
竹
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

室
の
木
I
C

（
仮
称
）

む
ろ

き

山
手
I
C

（
仮
称
）

や
ま
て

大
竹
西
I
C

（
仮
称
）

お
お

た
け
に

し

山
口
県

広
島
県

岩
国
市

和
木
町

大
竹
市

資
料

：
プ

ロ
ー

ブ
デ

ー
タ

（
分

析
期

間
：
H

2
7
.4

～
H

2
8
.3

平
日

平
均

）

▼
国

道
2
号

（
昭

和
橋
交

差
点
か
ら
大

竹
IC
ま
で
）
の
時

間
帯
別

平
均
所

要
時
間

事
業
区

間

直
轄
国

道

主
要

地
方
道

県
道

【
凡

例
】

市
道

高
速
道

路

補
助
国

道

約
2
0
分

の
開

き

時
間

帯
ご

と
で

所
要

時
間

に
ば

ら
つ

き
が

発
生

し
、

遅
れ

を
前

提
と

し
た

非
効

率
な

対
応 時

間
帯

ひ ろ し ま

至 広 島

や な い

至 柳 井

し
ん

み
な

と

岩
国

港
（
新

港
地

区
）

：
所
要
時

間
算
定

区
間

大
竹

駅
（
貨

物
駅

）

つ
づ

・
大

竹
市

か
ら
岩

国
市

に
か
け
て
の
臨

海
部

で
は
、
石

油
化

学
・
紙

パ
ル
プ
・
繊

維
製

造
の
事

業
所

が
集

積
す
る
岩

国
・
大

竹
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
形

成
さ
れ
て
い
る
。

・
沿

線
で
は
、
事

業
所

群
を
発

着
す
る
流

動
と
通

過
交

通
と
な
る
流

動
が
混

在
し
て
お
り
、
移

動
の
遅

れ
を
前

提
と
し
た
非

効
率

な
対

応
を
強

い
ら
れ
て
い
る
。

・
岩
国
・
大
竹

道
路
の
整
備
に
よ
り
、
国
道
2
号
の
交
通
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
、
定
時
性
・
速
達
性
の
向
上
に
よ
る
物
流
の
効
率
化
が
期
待
さ
れ
る
。

お
お

た
け

い
わ

く
に

い
わ

く
に

お
お

た
け


戦

後
、

三
井

石
油

化
学

工
業

（
現

：
三

井
化

学
）
を

中
心

に
形

成
さ

れ
た

日
本

初
の

石
油

化
学

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

。


石
油

等
を

出
発

原
料

と
し

て
、

合
成

繊
維

原
料

や
合

成
樹

脂
等

の
生

産
を

始
め

、
現

在
で

は
繊

維
メ

ー
カ

ー
や

製
紙

メ
ー

カ
ー

が
集

積
す

る
大

規
模

な
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
を

形
成

。


国
内

の
ポ

リ
エ

ス
テ

ル
繊

維
原

料
の

生
産

拠
点

が
岩

国
に

集
約

。

岩
国

南
部

方
面

広
島

以
東

方
面

※
岩

国
地

区
の

状
況

岩
国

・
大

竹
道

路
の

整
備

に
交

通
転

換
が

促
進

さ
れ

、
国

道
2
号

の
定

時
性

が
向

上

定
時

性
向

上
昭
和
橋
交
差
点

：
主
な
事

業
所

エ
リ

ア

：
物

流
イ

メ
ー

ジ

岩
国

錦
帯

橋
空

港

－ 12 －



一
般

国
道

2
号

岩
国

・
大

竹
道

路
い

わ
く
に

お
お

た
け

広
島

・
宮

島

3
6
%

山
口

県
内

1
3
%

そ
の

他
箇

所

6
%

立
ち

寄
り

な
し

4
5
%

広
島

・宮
島

3
3
%

山
口

県
内

2
4
%

そ
の

他
箇

所

6
%

立
ち

寄
り

な
し

3
7
%

・
錦
帯
橋
へ
来
訪
す
る
約
１
／
３
の
観
光
客
が
、
来
訪
の
前
で
広
島
・
宮
島
方
面
に
立
ち
寄
り
の
実
績
が
あ
る
。

・
岩
国
・
大
竹
道
路
の
整
備
に
よ
り
、
岩
国
～
広
島
・
宮
島
間
の
所
要
時
間
が
短
縮
し
、
観
光
周
遊
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

一 般 国 道 ２ 号

岩 国 ・ 大 竹 道 路

い わ く に お お た け

L
＝
9
.8
km

世
界
文
化
遺
産
「
宮
島
・
厳
島
神
社
」

出
典

：
広

島
県

観
光

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

日
本
国
指
定
名
勝
「
錦
帯
橋
」

出
典

：
山

口
県

観
光

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

資
料
：
平
成

26
年

広
島
県
観
光
客
数
の
動
向

資
料
：
平

成
2
6年

山
口
県
の
宿
泊
者
数

及
び
観
光
客
の
動
向

２
．

事
業

の
必

要
性

（
２
）
道

路
整
備
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果

錦 帯 橋 （ 岩 国 市 ）

宮 島 口 （ 廿 日 市 市 ）

【
現

況
】
現

国
道

2
号

経
由

【
整

備
後

】
岩

国
・
大

竹
道
路

経
由

約
１
8
分

短
縮

約
5
2
分

約
3
4
分

※
現

況
所

要
時

間
は

H
22

道
路

交
通

セ
ン

サ
ス

混
雑

時
旅

行
速

度
整

備
後

所
要

時
間

は
岩

国
・
大

竹
道

路
V

=7
0k

m
/h

（
起

点
～

室
の

木
IC

）
、

60
km

/h
（
室

の
木

IC
～

山
手

IC
）
で

設
定

資
料

：
平

成
2
2
年

度
道

路
交

通
セ

ン
サ

ス

観
光
周
遊
性
の
向
上

◇
期

待
さ
れ
る
道

路
の
役

割
（
効

果
）

広
島
県

山
口

県

宮
島

錦
帯

橋

N

ひ
ろ

し
ま

至
広

島

や
な

い

至
柳

井

宮
島

口

∴
厳

島
神

社

◆
錦
帯
橋
の
前
後
に
訪
れ
た
観
光
地

約
5
0
6
万
人
/
年
（
H
2
6
）

※
宮
島
全
体
と
し
て

約
6
2
万
人
/
年
（
H
2
6
）

∴

い
わ

く
に

・
お

お
た

け

き
ん

た
い

き
ょ

う
ひ

ろ
し

ま
・

み
や

じ
ま

い
わ

く
に

ひ
ろ

し
ま

・
み

や
じ

ま

和
木
町

大
竹
市

岩
国
市

廿
日
市
市

岩
国

錦
帯

橋
空

港
（
Ｈ

2
4
.1

2
開

港
）

お
お

た
け

大
竹

IC

お
お

の

大
野

IC

は
つ

か
い

ち

廿
日

市
IC

い
わ

く
に

岩
国

IC

事
業
区
間

直
轄
国
道

主
要
地
方
道

県
道

【
凡

例
】

市
道

高
速
道
路

補
助
国
道

資
料

：
平

成
2
7
年

岩
国

市
観

光
客

動
態

調
査

報
告

書
※

錦
帯

橋
周

辺
で

の
岩

国
市

来
訪

者
へ

の
聞

き
取

り
調

査
よ

り
※

サ
ン

プ
ル

数
：
6
,4

8
3
人

▼
直
前
の
立
ち
寄
り
地

▼
次
の
立
ち
寄
り
地

錦
帯

橋
へ

来
訪

す
る

観
光

客
の

多
く
が

広
島

・
宮

島
方

面
と

合
わ

せ
て

周
遊
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一
般

国
道

2
号

岩
国

・
大

竹
道

路
い

わ
く
に

お
お

た
け

１
）
岩
国
大
竹
道
路
建
設
促
進
期
成
同
盟
会

会
員
：
岩
国
、
大
竹
市
長
、
和
木
町
長
、
岩
国
、
大
竹
市
議
会
議
長
、
和
木
町
議
会
議
長
、
岩
国
・
大
竹
商
工
会
議
所
会
頭
、

和
木
町
商
工
会
会
長

要
望
内
容
：
地
域
の
産
業
・
経
済
に
支
障
を
来
し
て
い
る
国
道
２
号
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
岩
国
大
竹
道
路
の
建
設
促
進

活
動
状
況
：
平
成
6
年
度
設
立
、
毎
年
度
、
国
土
交
通
省
な
ど
に
対
し
て
要
望

２
）
岩
国
大
竹
道
路
早
期
完
成
を
推
進
す
る
会

会
員
：
岩
国
商
工
会
議
所
、
大
竹
商
工
会
議
所
、
和
木
商
工
会
、
岩
国
自
治
会
連
合
会
他
９
民
間
団
体

要
望
内
容
：
国
道
２
号
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
、
緊
急
災
害
時
代
替
路
の
確
保
な
ど
地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
も
岩
国

大
竹
道
路
の
早
期
完
成

活
動
状
況
：
平
成
2
5
年
度
設
立
、
早
期
完
成
を
求
め
る
署
名
（
6
7
,
8
4
0
名
）
実
施

３
）
広
島
県
・
山
口
県

要
望
内
容
：
産
業
力
・
観
光
力
の
増
強
に
向
け
た
基
盤
整
備
に
資
す
る
岩
国
大
竹
道
路
の
建
設
促
進

活
動
状
況
：
毎
年
度
、
国
土
交
通
省
な
ど
に
対
し
て
要
望

４
）
大
竹
市
・
岩
国
市
・
和
木
町

要
望
内
容
：
交
通
渋
滞
の
緩
和
、
近
隣
市
町
と
の
連
携
を
促
進
す
る
た
め
の
岩
国
大
竹
道
路
の
建
設
促
進

活
動
状
況
：
毎
年
度
、
国
土
交
通
省
な
ど
に
対
し
て
要
望

＜
参

考
資

料
＞

地
元

状
況

に
つ

い
て

岩
国

大
竹

道
路

に
つ

い
て

は
、

関
係

市
町

や
岩

国
・

大
竹

市
周

辺
地

域
の

経
済

界
を

は
じ

め
自

治
会

連
合

会
な

ど
か

ら
建

設
促

進
の

要
望

が
非

常
に

強
い

。
一

方
、

一
部

の
住

民
か

ら
、

岩
国

大
竹

道
路

の
山

手
ト

ン
ネ

ル
に

つ
い

て
、

建
設

の
撤

回
の

要
請

が
あ

り
、

事
業

者
と

し
て

は
、

事
業

の
必

要
性

に
つ

い
て

協
議

を
進

め
る

と
と

も
に

、
地

質
調

査
着

手
に

つ
い

て
協

力
を

求
め

て
い

る
と

こ
ろ

。

Ⅰ
．

建
設

促
進

の
動

き
（

建
設

促
進

要
望

）
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一
般

国
道

2
号

岩
国

・
大

竹
道

路
い

わ
く
に

お
お

た
け

１
）
反
対
の
理
由

・
ト
ン
ネ
ル
建
設
に
よ
り
地
下
水
位
が
大
幅
に
低
下
し
、
地
盤
沈
下
、
ず
れ
を
起
こ
し
住
宅
、
道
路
等
の
損
壊
を
招
く
恐
れ
が
非
常
に
大
き
い

・
地
下
水
位
が
大
幅
に
低
下
す
る
こ
と
で
、
団
地
全
体
を
支
え
る
緑
豊
か
な
台
地
が
山
枯
れ
を
起
こ
し
脆
く
な
り
局
地
豪
雨
、
地
震
等
で
崩
落
、

土
石
流
が
発
生
し
、
重
大
災
害
に
直
結
す
る
可
能
性
が
高
い

・
近
年
大
規
模
地
震
が
頻
発
し
て
い
る
、
岩
国
市
で
も
東
南
海
、
南
海
地
震
帯
の
み
な
ら
ず
直
近
に
岩
国
断
層
、
大
竹
断
層
の
断
層
帯
に
囲
ま
れ

て
お
り
、
い
つ
大
規
模
地
震
が
発
生
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
家
屋
地
盤
を
脆
弱
に
す
る
工
事
は
行
う
べ
き
で
な
い

・
住
宅
地
の
開
発
は
旧
法
で
施
行
さ
れ
、
三
つ
の
山
と
沢
の
有
る
水
脈
豊
か
な
台
地
の
木
々
を
引
き
倒
し
、
そ
の
ま
ま
埋
め
立
て
た
も
の
で
あ
り

地
下
水
位
の
変
化
は
致
命
的
な
影
響
を
持
つ
と
考
え
て
い
る

※
山

手
ト

ン
ネ

ル
建

設
の

撤
回

を
求

め
る

要
請

書
（

H
2
3
.
2
）

よ
り

抜
粋

２
）
反
対
要
望
活
動
の
主
な
も
の

・
岩
国
大
竹
道
路
で
の
山
手
ト
ン
ネ
ル
建
設
及
び
周
辺
工
事
の
撤
回
を
要
求
す
る
要
請
書
と
署
名

（
1
5
,
8
1
2
名
）
を
国
・
山
口
県
・
岩
国
市
に

提
出
（
H
2
1
.
1
2
）

・
岩
国
大
竹
道
路
付
随

山
手
ト
ン
ネ
ル
建
設
の
撤
回
を
求
め
る
要
請
書
を
国
・
山
口
県
・
岩
国
市
に
提
出
（
H
2
3
.
2
）

・
岩
国
大
竹
道
路
に
計
画
中
の
山
手
ト
ン
ネ
ル
に
関
す
る
質
問
事
項
な
ど
に
関
す
る
、
質
問
書
の
提
出
、
こ
れ
に
対
す
る
回
答
及
び
事
業
の
必
要

性
に
つ
い
て
の
協
議
を
国
・
山
口
県
・
岩
国
市
と
実
施
（
H
2
3
.
1
0
～
）

＜
参

考
資

料
＞

地
元

状
況

に
つ

い
て

Ⅱ
．

ト
ン

ネ
ル

建
設

反
対

の
動

き
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一般国道２号 岩国・大竹道路

〔広島県への意見照会と回答〕
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一般国道２号 岩国・大竹道路

〔山口県への意見照会と回答〕
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